
 サ ス テ ィ ナ ブ ル な 農 業 の 実 践 と 課 題

S E M I N A
R

一 般 社 団 法 人 M O A 自 然 農 法 文 化 事 業 団 四 国 支 所 鈴 木 史 忠



鈴 木 史 忠
Fumitada Suzuki

自然農法を通してみんなが健康で幸せな世界を

作りたい！

プ ロ フ ィ ー ル



目 次

なぜ持続可能 な農業 なの か？01

MO A自然農法文 化事 業団の 紹介02

自然農法の考え 方 と土 づ くり03

生産者の事例紹 介04Table of 
Contents



な ぜ 持 続 可 能 な 農 業 な の か ？



なぜ今、持続可能な農業なのか？

２０２３年８月２４北海道新聞

https://tenki.jp/forecaster/y_nakagawa/2023/07/26/24393.html
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https://www.agrinews.co.jp/news/index/15663024393.
html



https://mainichi.jp/articles/20210521/ddm/
008/020/100000c

左：「平成30 年７月豪雨」による被害状況（岡山
県倉敷市真備町）
右：「令和元年東日本台風」による被害状況（⾧
野県⾧野市）
資料）国土交通省
https://www.mlit.go.jp/hakusyo/mlit/r03/hakus
ho/r04/html/nj010000.html
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なぜ今、持続可能な農業なのか？



なぜ今、持続可能な農業を拡げようとするのか？

生物圏：

絶滅の速度

化学的循環：リン・窒素

気候変動 新規化学物質
（プラスチック・
農薬など）

プラネタリーバウンダリー（地球の限界）

農業が「地球の限界」に
大きくかかわっている



「みどりの食料システム戦略」

2050年までに
有機農業を
全体の25％
(100万ha)へ

2050年までに
有機農業を
全体の25％
(100万ha)へ
「食料・農業・農
村基本法」改正

環境と調和のとれた
産業への転換
環境と調和のとれた
産業への転換



01 持 続 可 能 な 農 業 へ シ フ ト

有 機 農 業 ・ 自 然 農

法 へ の 転 換

農業の持つ循環機能を高め、化学肥料、農薬、

除草剤などの化学的に合成された資材の使用

を減らし、温室効果ガスの削減や生物多様性

の保全など、環境への負荷を低減、安定して農

産物の生産ができる持続性のある新しい農業

の生産技術体系を構築することが求められてい

ます。



M O A 自 然 農 法 文 化 事 業 団 の 紹 介



ＭＯＡ自然農法文化事業団 紹介

一般社団法人 ＭＯＡ自然農法文化事業団

①



沿 革

• 昭和10年（1935年） 岡田茂吉「自然農法」の研究を開始 （東京都世田谷区 上野毛）

• 昭和24年（1949年） 瑞泉郷構想発表

• 昭和28年（1953年） 「自然農法普及会」発足 （一村一支部構想）

• 昭和57年（1982年） 大仁農場（中央研究農場） 開設

• 昭和62年（1987年） 自然農法技術普及要項公布、施行

• 平成12年（2000年） ＭＯＡ自然農法ガイドライン公布、施行

• 平成19年（2007年） ＭＯＡ自然農法文ガイドライン改定（営農の手引き発刊）

②



静岡県伊豆の国市

標高310～440m
土壌型：火山灰土
造成地（1982）
全面積 ： 100ha
農耕地 ： 11ha

牧草地 ： 6ha

野菜・作物 ： 3ha

茶樹 ： 1ha

果樹 ： 1ha

年間降水量 2,170mm

年平均気温 13.7℃

中央農場：大仁農場 1982年（昭和57年）～③



開設当初は、研究農場として

一般社団法人 MOA自然農法文化事業団
公益財団法人 農業・環境・健康研究所

医療法人 奥熱海クリニック

農業部門は
2団体で運営

研究 普及
自然農法大学校
基礎技術科
営農技術科
社会人コース

教育
育種
連作圃場(30年)
腸内細菌
土壌分析等

10ヵ所 支所
9ヵ所 農場

ガイドラインの運用と
独自の認定制度

現在は実証展示

農場の運営

農医連携

④



研 究 ２８年 連作圃場（大仁農場 : 1996秋～）

大仁研究農場8区圃場

化
学
肥
料
区

牛
糞
堆
肥
区

草
質
堆
肥
区

自然農法 慣行農法

⑤



自然農法に適した水稲品種の開発

熊本：旭×亀の尾

くまみのり

ヒノヒカリ くまみのり

全国10か所 生産者の声を反映させた品種開発

⑥



生産者 1,168名

全国の普及概要

（令和7年8月現在）

普及会 208

支 所 10

直轄農場 ９
（北海道、秋田、石川、大仁、長野、京都、鳥取、鹿児島、沖縄）

⑦



⑧ 普及会 活動



ＭＯＡ自然農法ガイドライン
栽培指針

３．栽培の基本
⑴土の偉力を発揮させる
⑵自然の仕組みや働きを基準にする
⑶土壌や作物に愛情をかける
⑷計画的な作付けを心がける
⑸作物に適した日当たりと水分を確保する
⑹自然農法で育てた種を用いる

⑨



土づくり 土壌断面
 土壌分析

自然観察 土を知る

作物の根伸びが良い

自然尊重・自然順応 （自然の働きに順応する）

適地適作

品質・収量向上病害虫対応

環境に合わせる
 気象
 地形
 植生（ほ場の経歴）
 土

自然観察

<そのほ場にあった工夫>
 耕起法
 草の活用・管理 等

健康な作物
 連作
 種

⑩



農産物に添付する

表示マーク

⑪



農林水産省 有機農業指導活動促進事業

R5年度 高知県南国市テキスト１
自然農法の考え方、土づくり、水
稲、野菜（総論）

テキスト２
野菜各論

令和5年度 令和6年度

地域・回数 山形県、岩手県⑨、静岡県②、沖縄県③、兵庫県、東京都
③、長崎県、高知県、茨城県、青森県、新潟県、香川県、
岐阜県、富山県（27会場）

福岡県、北海道、富山県②、奈良県、高知県、岩手県、島根県、和歌
山県、大阪府、宮城県（11会場）

参加者数 519名 258名

講習会実施状況

R6年度 宮城県仙台市

⑫



R7年度 有機農業指導員育成研修

栃木県 石川県

⑬



R6年・R7年 有機農業技術普及研修
主催：一般社団法人 全国農業改良普及協会

令和6年度 令和7年度

参加者 山形県、茨城県②、長野県、高知県、大分県、佐賀県（8名） 山形県、群馬県、石川県⑤、徳島県②、愛媛県②、大分県、熊本県、
沖縄県（14名）

⑭



オーガニックビレッジに取組む市町村への技術指導

静岡県伊豆の国市

有機農業現地研修会（水稲・野菜）

鹿児島県南さつま市

自然農法体験学校ありのまま分校

山形県高畠町

兵庫県丹波篠山市

アドバイザーによる現地指導及び研修会

有機農業講習会・現地指導会

⑮



R7年度 農林水産省 有機農業新規参入促進事業⑯



自 然 農 法 の 考 え 方 と 土 づ く り



土づくり 土壌断面
 土壌分析自然観察 土を知る

作物の根伸びが良い

自然尊重・自然順応（自然の働きに順応する）

適地適作

品質・収量向上病害虫対応

環境に合わせる
 気象
 地形
 植生（ほ場の経歴）
 土

自然観察

<そのほ場にあった工夫>
 耕起法
 草の活用・管理 等

健康な作物
 連作
 種



MOA自然農法文化事業団

自然農法をはじめるための基本技術の考え方



MOA自然農法文化事業団

自然農法をはじめるための基本技術の考え方



排水性・保水性・通気性の改善
縦構造の形成
心土破砕

微生物、土壌小動物の
多様化、活性化

物理性の改善 生物性の発達 化学性の向上

可給態窒素等、植
物に吸収されやす
い形態へ変化

土の偉力を引き出す。
土づくり



１．土づくりの基本的考え方

◆根の伸びをよくする





自然水稲 慣行水稲

自然農法と慣行栽培のイネの根の違い



自然水稲 慣行水稲

自然農法と慣行栽培のイネの根の違い



ジャガイモの根 比較

慣行農法 自然農法



化成肥料区

毛細根の発達状況

自然栽培区


